
記入日
りんく メーリス

□ □

フリガナ

学籍番号 男・女

学科

専攻

フリガナ

〒      －

府・県 町・村

フリガナ 続　 柄

保証人の
氏　　名

フリガナ

〒      －

府・県 町・村

□

　（　　　　）－　　　　－

当会の活動の趣旨を理解し、諸規定及びその他決定事項を遵守することを誓約します。
（諸規則は本誌裏面に記載しております。また、当会公式サイトで公開しており、いつでも閲覧が可能です）

□現住所に同じ（実家から通学されている場合はこちらにチェックしてください）

マンション・アパート名・部屋番号

（住所は略さずにご記入ください）

（住所は略さずにご記入ください）

マンション・アパート名・部屋番号

▼あなたの鉄道趣味における専門分野は何ですか。

都・道 市・区

保証人の
住　　所

都・道 市・区

現 住 所

　工学部・システム理工学部

　大学院・ＭＯＴ・その他
学部・学科 　　　年

▼あなたが当会でやってみたいことは何ですか。

会 員 使 用 欄年　　　月　　　日

芝浦工業大学鉄道研究会　入会届

鉄道以外での趣味・特技 資格・免許・賞など

性　 別

緊　急
連絡先

　（　　　　）－　　　　－

氏　　名

連絡先

会員使用欄（備考・伝達事項）

▼当会での活動を通じて、あなたは何が得られると思いますか。



芝浦工業大学鉄道研究会会則（2017 年 2 月現在） 
第１条 (当会の名称) 
    本会の名称は、芝浦工業大学鉄道研究会という。 
第２条 (当会の活動目的) 
    本会は、鉄道交通およびそれに関わる文化に対する会員の理解を深めることを目的として活動する。 
第３条 (本部の所在地) 
    本会の本部は、埼玉県さいたま市見沼区深作 307 におく。 
第４条 (会員の定義) 
   １．本会は会員によって組織される。 
   ２．会員は、会員名簿に記載される。 
   ３．会員の入退会に係る事項は、入退会に関する規則によってこれを定める。 
第５条 (会長の定義) 
   １．本会を統括する会員を、会長という。 
   ２．会長は、部会の決議するところによって選任されなければならない。 
   ３．会長の定員は 1名とする。 
   ４．会長の任期は 1年間とし、交代日は 3月 31 日とする。ただし、部会の決議することころにより、交代日を変更す 

ることができる。 
   ５．前項に定める任期中であっても、当該会員が会長として相応しくない旨を部会が決議したときは、任を解かれる。 

ただし、会長の任が解かれたときは、部会は直ちに代替となる会長を選任しなければならない。 
第６条 (代表の定義) 
   １．本会を代表して運営事務を行う会員を、代表という。 
   ２．代表は、部会の決議するところにより選任されなければならない。 
   ３．代表の定員は 1名とする。 
   ４．代表の任期は、1年間とし、交代日は 3月 31 日とする。ただし、部会の決議することころにより、交代日を変更 

することができる。 
   ５．前項に定める任期中であっても、当該会員が会長として相応しくない旨を部会が決議したときは、任を解かれる。 

ただし、会長の任が解かれたときは、部会は直ちに代替となる会長を選任しなければならない。 
第７条 (役職会員の定義) 
   １．役職会員は、組織運営のために、運営事務およびその管理の一部を担当する。 
   ２．役職会員は、部会の決議するところにより選任され、執務しなければならない。 
   ３．役職会員の任期は、1年間とし、交代日は 3月 31 日とする。ただし、部会の決議することころにより、交代日を 

変更することができる。 
   ４．前項に定める任期中であっても、当該会員が役職会員として相応しくない旨を部会が決議したときは、任を解かれ 

る。ただし、役職を解かれたときは、部会は直ちに代替となる役職会員を選任しなければならない。 
   ５．会計事務に対しては、必ず役職会員を配置しなければならない。 
第８条 (意思決定の方法) 
   １．本会の意思決定は、部会で行われる。 
   ２．前項でいう部会は、次の要件を満たさなければならない。 
    ア）休会中の会員を除き、過半数の会員が出席していること 
    イ）全ての出席者に発言の機会が認められていること 
    ウ）議事録が作成され、1週間以内にすべての会員が閲覧可能な状態になること 
    エ）議事録が保管されること 
    オ）日程が開催の 30 日前までに部会で決定され、会員に告知されていること 
   ３．前項の規定のうち、(ア)、(オ)によらない会議であっても、次の要件を満たすものであれば部会として認めること 

ができる。 
    ア）第２項の当該規定以外の規定を満たしていること 
    イ）議事録の公表後 1週間以内に、会長に対して手続用メールアドレスに電子メールを送信する方法で異議の申立て

が行われないこと 
   ４．部会での意思決定は、別に定めのある場合を除き、出席会員の過半数の賛成により成立する。 
   ５．本則でいう「部会の定めるところ」とは、部会で意思決定された事項として議事録に記載されたことをいい、決議 

の有効期限は無期限とする。ただし、当該決議について、特にそれを打ち消す効力を有する新たな議決がなされるか、 
本則の規定によって部会の定めるところに対して優越することが定められている規則が制定された場合を除く。 

   ６．前項の(イ)に掲げる異議申立てが行われた場合においても、次回の部会において当該会議を有効とする決議がなさ 
れたときは、当該会議を部会として認めることができる。ただし、当該会議で審議された議事の中に承認するにふさわ 
しくないものが含まれるときは、特に指定した議事を承認から除外することができる。 

第９条 (会費について) 
削除 

第 10 条 (改訂の方法) 
１．この規則の改訂は、会員の過半数の賛成をもって成立する。 
２．規定の改廃にあたっては、改正案の縦覧期間を 14 日以上設けなければならない。 
３．次の要件を満たすときは、第３項の規定によらないことができる。 

    ア）部会において改正が決議されたものであること 
    イ）決議の翌日から 7日以上の公告期間が設けられること 
    ウ）公告期間中に手続用メールアドレスに対して異議申立てがなされないこと 

４．縦覧および公告は、ウェブサイト上に表示する方法により行わなければならない。ただし、部会において必要と認 
められた場合、それ以外の方法によることも出来る。 
５．規定の新設・改廃を行ったときは、会長が定めた日をもってこれを施行する。ただし、第３項の規定によってこれ 
が行われた場合は、公告が終了した日の翌日以降とする。 

第 11 条 (設立年月日) 
本会は 1978 年 4 月 1日に設立されたものとする。 

第 12 条 (雑則) 
内容省略 

 
芝浦工業大学鉄道研究会会計規則（2017 年 2 月現在） 
第１章 総則 

第１条 (本規則の目的) 
本規則は、本会の会計管理の手法を規定し、会計管理に係る諸問題の発生を未然に予防し、若しくは早期の解決を図 
ることを目的とする。 

第２条 (本規則の適用範囲) 
１．前条の目的を達するため、下記に掲げる資金の管理は、本規則の定めるところによらなければならない。 

     ア）本会に納入された会費 
     イ）本会に寄せられた寄付金 

２．行事を実施するために、当該行事の参加者のみから徴収した資金については、本規定によらないで管理すること 
ができる。 
３．本規定によらずに管理される資金は、本規定によって管理される資金と区別して保管されなければならない。 

第２章 会計管理 
第３条 (担当者) 

会計管理は、役職会員（以下、会計担当者）がこれにあたらなければならない。 
第４条 (資金の管理) 

１．本会の資金は、本会名義の銀行口座で管理しなければならない。 
２．本規定によらずに管理される資金は、本規定によって管理される資金を預金する口座に入金してはならない。 
３．会計担当者がやむを得ない事情があると認めたときは、必要上最小限の期間に限り、第 2項の規定によらないこ 
とができる。 
４．会計担当者は、執行ごとに銀行口座から必要な金額を引き出すことにより、通帳に記録を留めるように努めなけ 
ればならない。 
５．会計担当者は、資金管理上の事故を予防するため、次の各号に掲げる事項を遵守するよう努めなければならない。 

     ア）銀行口座以外に現金を保管する期間および金額を必要上最小限とする 
     イ）別件の執行のために引き出した現金およびその残金を他の予算執行に使いまわさないようにする 

第５条 (銀行口座の代表者および届出印) 
１．本会の銀行口座の代表者は、会計担当者とする。ただし、本会の団体としての代表者を届け出る必要があるとき、 
代表を代表者として届け出るものとする。 
２．本会の銀行口座の届出印は、会計担当者の個人の印とする。 

第６条 (銀行口座の代表者および届出印の更新) 
１．会計担当者が交代したときは、速やかに代表者の名義および届出印を後任担当者の名義および届出印に変更しな 
ければならない。 
２．前項の場合において、会計担当者の交代前に代表者の名義および届出印の変更を行うときは、第５条の定めによ 
らず、後任担当者の名義および届出印とすることができる。 

第３章 会計年度 
第７条 (会計年度の期間) 

会計年度は 4月 1日にはじまり、翌年の 3月 31 日に終わる。 
第４章 会費 

第８条 (会費の金額) 
１．会費は年 6000 円とする。 
２．部会で特段の事情があると認めた会員については、会費を減額し、もしくは免除することができる。 

第９条 (会計年度の途中で入会した会員の会費) 
会計年度の途中で入会した会員の会費は、入会した日が会計年度の開始から起算して 3箇月を超える毎に、会費の 
12 分の 3の納入を免除する。 

第 10 条 (会費の納入) 
会費は、会員資格の更新期限の日もしくは入会から 1箇月以内に納入しなければならない。 

第 11 条 (会費の延納) 
期限までに会費を納入することが困難な会員は、次の各号に掲げる場合、それぞれ定められた期間を上限として、 
会費の納入を延期することができる。 
ア）会長が認めた場合 １箇月間 
イ）部会で特に認められた場合 部会で定められた期間 

第 12 条 (会費の不返還) 
一度納入された会費は返還しない。ただし、部会で特に認められたときは、この限りではない。 

第 13 条 (会費以外の諸経費の徴収) 
本会は、会費のほか、行事もしくは配布物、その他活動の円滑化のために必要な経費を徴収することができる。 

第５章 予算 
第 14 条 (予算案) 

１．会計管理を担当する役職会員は、会計年度の開始の翌月の部会で予算案を示し、承認を得なければならない。 
２．予算案を変更するときは、その都度部会の承認を得なければならない。 

第 15 条 (予算案の様式) 
１．予算案は、本会の活動内容を区分し、区分ごとに年間予算額を割り当てることで示す。 
２．活動の区分は、会計担当者が行う。ただし、区分の方法に疑義があるときは、部会の判断を仰ぎ、もしくは会 
長または代表の助言を求めるものとする。 
３．活動の区分の方法の一部または全部が部会で指定されたときは、会計担当者はこれに従わなければならない。 

第６章 決算 
第 16 条 (会費の金額) 

１．会計担当者は、会計年度の開始後最初の部会までに、前会計年度の決算報告を行わなければならない。 
２．会計担当者は、前項の場合のほか、部会、会長もしくは代表から求められたときは、いつでも決算報告に相当 
する事項の中間報告を行わなければならない。 
３．前項で報告する数値は、最新のものを用いるよう努めなければならない。 

第 17 条 (執行の確定) 
１．部会は、決算報告を受けたときはその妥当性を審議し、疑義のないときは決算の承認を決議するものとする。 

２．部会での決算の承認決議をもって、予算の執行を確定する。 
３．執行の確定のあとは、新たに予算を執行することはできない。やむを得ない事由によって予算を執行するとき 
は、次会計年度の支出に含めるものとする。 

第 18 条 (執行の取消) 
１．決算報告を行った部会において、不適切であると決議された執行は、取り消すことができる。 
２．前項の場合、執行担当者は、会計担当者を通じて、支出金額を返納しなければならない。 

第 19 条 (決算報告での報告内容) 
決算報告では、次に掲げる項目を報告しなければならない。 
ア）収入額および支出額、余剰金の金額 
イ）収入額の内訳 
ウ）支出額の内訳（活動区分ごとの予算額と執行額で示す） 

第７章 執行 
第 20 条 (予算の執行範囲) 

１．予算は、次に掲げる目的に対して支出することができる。 
      ア）活動に必要な物品の購入代金 
      イ）活動に必要な物品の購入時に要した送料 
      ウ）執行に要した振込手数料 

２．予算を、次に掲げる目的に支出してはならない。 
      ア）予算の執行に要した交通費 
      イ）飲食費 

３．部会で特に認められたときは、本条の定めによらないことができる。 
第 21 条 (予算の執行) 

１．予算の執行は、執行担当者が行う。 
２．執行担当者は、執行額を建て替え、執行後に会計管理を担当する会員から執行額を受け取るものとする。 
３．予算管理を担当する役職会員が、執行金額が高額であると認めたときは、前項の定めによらないことができる。 

第 22 条 (検収) 
１．執行担当者に執行額を支払うときは、会計管理を担当する役職会員は、物品の購入を確認できるレシートその 
他の証拠の提出を受けなければならない。 
２．執行担当者がレシートその他購入を確認できる証拠の提出を受けられなかったときは、購入した物品の値札確 
認その他価格が確認できる方法で代替することができる。 
３．執行の確認が、第 1項および第 2項のいずれによることもできない場合は、部会の決議によって検収を省略し、 
もしくは他の可能な方法によることができる。 
４．検収の際に提出を受けた証拠は、これを決算の承認まで保管しなければならない。 
５．証拠の提出を受ける以外の方法で検収を行ったときは、値札の写真等可能な方法で記録を作成し、 

検収の際に提出された証拠と同様に保管しなければならない。 
第８章 余剰金の繰り越し 

第 23 条 (余剰金の繰り越し) 
余剰金は、次会計年度に繰り越すものとする。 

第９章 雑則 
第 24 条 (改正) 

本規定の改正は、休会中の会員を除く過半数の会員の賛成によって成立する。 
第 25 条 (施行) 

本規定は、平成２８年４月１日より施行する。 
 
芝浦工業大学鉄道研究会入退会に関する規則（2017 年 2 月現在） 
第１条 (会員の種別) 

本会の会員は、学部生会員、大学院生会員とする。 
第２条 (会員の要件) 

次の各号に掲げる要件を満たす者でなければ会員となることはできない。 
 ア）（学部生会員） …芝浦工業大学の学生である者 

     （大学院生会員）…芝浦工業大学大学院生である者 
   イ）会計規則に従い、会費を納入した者 
   ウ）過去に本会から除名処分を受けた経歴のない者 
第３条 (会員の義務) 

会員は、本会の活動の趣旨を理解し、諸規則ならびにその他決定事項を遵守しなければならない。 
第４条 (入会手続き) 

１．会員となるためには、別に定める様式及び方法により、入会届を会長または会長が指名した担当者に提出し、受理 
されなければならない。 
２．前項に定める入会届が提出されたときは、会長は直ちに第２条に定める要件を満たすものであるか審査しなければ 
ならない。 
３．前項に定める審査に於いて適格と認められた者の入会届は、これを受理しなければならない。 
４．会長は、第 2項に定める審査及び第 3項に定める入会届の受理を、担当者を指名して委任することができる。 
５．入会は、会長または会長が指名した担当者が入会届を受理した日をもって成立する。 
６．入会届を提出した者が、その受理後に第２条に定める要件を満たさないことが判明した場合は、その者の入会を無 
効とし、会員資格を取り消す。ただし、第９条に定める場合は除名とする。 

第５条 (退会の定義) 
１．会員は、希望する月の末日をもって退会することができる。 
２．退会を希望する場合は、退会を希望する日の 7日前までに、会長に別に定める様式及び方法により、退会届を提出 
しなければならない。 
３．会長は、退会届の受理を拒否してはならない。 
４．会員は、退会を希望しない場合でも、次の各号のいずれかに該当する場合は、当該事由が発生した日をもって会員 
資格を取り消され、退会する。 

    ア）第２条に定める要件を満たさなくなった場合 
    イ）会員資格の有効期限が満了した場合 
    ウ）死亡した場合 

５．前項（ア）（イ）に該当するときは、会長は直ちに別に定める様式及び方法により、退会通知を発さなければなら 
ない。ただし、次の各号に掲げる場合は除く。 

    (甲）前項(ア)のうち、卒業によってこれに該当した場合 
    (乙）前項(イ)のうち、退会届によって、会員資格の有効期限満了期日と同日に退会する旨を事前に会長に申し出て
い 

た場合 
第６条 (会員資格の有効期限と更新) 

１．会員資格の有効期限は、入会した日が属する年度の次の年度の４月末日までとする。 
２．会員資格を継続させようとするときは、別に定める様式及び方法により、会員資格更新届を会長または会長が指名 
した担当者に提出し、受理されなければならない。 
３．第１項によって定められた期限のうちに会員資格更新届が提出された場合は、当該会員が会員としての要件を継続 
して満たしているか審査しなければならない。 
４．前項に定める審査に於いて適格と認められた者の会員資格更新届は、これを受理しなければならない。 
５．会費納入前に会員資格更新届を提出した場合は、届出のみを受理し、会費納入時点をもって会員資格を更新するも 
のとする。ただし、会費延納が認められている者については４月末日に会員資格を更新したものとする。 
６．会長は、第３項の審査及び第５項に定める会員資格更新届の受理を、担当者を指名して委任することができる。 

第７条 (会員資格の凍結) 
１．会員資格を更新すると見込まれたものの、会員資格の更新または会費の納入がなされず、退会の意志も確認できな 
い会員であって、会長が直ちに会員資格を取り消すことが妥当ではないと認めるときは、１年間を限度として、当該会 
員の会員資格を凍結させ、存続させることができる。 
２．会員資格が凍結された会員は、会長に申し出て会員資格を復帰させた後でなければ、活動に参加できない。 
３．会員資格を凍結された会員の事情が判明した時は、会長は次の各号に掲げる処置の何れかを行うものとする。 

   ただし、(ウ)に掲げる処置は、当該会員が会員資格を更新すべき日以降であっても休会届を提出し、部会で(ウ)に掲げ 
る処置とすることが妥当であると決議された場合に限る。 

    ア）会員資格の更新がなされなかったものとして、会員資格を取り消す。 
    イ）会員資格が凍結されていた期間の会費を徴収し、会員資格を復帰させる。 
    ウ）会員資格の更新の日から、事情が判明した日もしくは部会で決議した日まで休会したものとして、会員資格を休 

止した会員として復帰させる。 
第８条 (会員資格の休止) 

１．会員は、病気、所用などによって長期間にわたり活動に参加できない場合は、会員資格を休止（以下、休会）する 
ことができる。 
２．休会しようとするときは、休会を開始しようとする日の 7日前までに、別に定める様式及び方法により、休会届を 
会長に提出しなければならない。 
３．会長は、休会届が提出されたときは、提出から 7日以内にその休会理由が正当であるか審査し、正当であると認め 
られるときは、これを受理しなければならない。 
４．休会届の受理を拒否された場合、部会に対して異議を申し立てることができる。 
５．前項の場合、部会において休会理由が妥当であると決議されたときは休会を認める。 
６．休会期間中は当該会員の会員資格を停止し、会費の納入を免除する。会費の納入に関する詳細事項は会計規則に定 
めるものとする。 
７．休会期間中は、会員資格の更新は要さない。ただし、入会手続きまたは会員資格の更新手続きの際に登録した連絡 
先に変更があるときは、直ちに申し出なければならない。 
８．休会期間を終了し、会員資格を復帰させるときは、会長にその旨申し出なければならない。 

第９条 (除名の定義) 
１．次の各号に掲げる要件のうちいずれかに該当することが第2項に定める決議によって認められた会員は、除名する。 

    ア）故意または重大な過失によって、他の会員に危害を加えたとき 
    イ）故意または重大な過失によって、本会の備品及び活動に供する会員の私有品を損壊したとき 
    ウ）本会の秩序を著しく乱したとき 
    エ）本会の名誉を著しく損ねたとき 

２．除名の決議は、部会において、会員名簿に記載された会員の 3分の 2以上の賛成をもって成立する。 
３．除名は、決議された時点を持って成立する。 
４．除名の適否を審議する場合、除名審議の対象となっている会員に弁明の機会を与えなければならない。 

     ただし、除名審議の対象となっている会員が、部会への出席を 3回以上拒否した場合はこの限りではない。 
５．会長は、除名した会員に対して、その決議の日から起算して 1週間以内に、別に定める様式及び方法により、除名 

通知を発さなければならない。 
第 10 条 (会員種別の切り替え) 

１．大学院生会員になろうとする者のうち、芝浦工業大学の卒業後、直ちに芝浦工業大学大学院に進学するときは、 
   芝浦工業大学大学院に入学する日をもって会員資格を大学院生会員に切り替えるものとする。 

２．本制度を利用しようとする会員は、予めその旨を会長に申し出なければならない。 
第 11 条 (届出及び通知の方法) 

内容省略 
第 12 条 改正 (改正の方法) 

この規則の改正には、会則の改正に関する規定を準用する。 
第 13 条 附則 (この規則の施行年月日) 

１．この規則は、平成 25 年 4月 1日より施行する。 
２．この規則の改正は、平成 25 年 4月 28 日より施行する。 
３．この規則の改正は、平成 27 年 4月 1日より施行する。 

     
     
  



記入日
りんく メーリス

□ □

フリガナ

学籍番号 男・女

学科

専攻

フリガナ

〒      －

府・県 町・村

フリガナ 続　 柄

保証人の
氏　　名 父
フリガナ

〒      －

府・県 町・村

□当会の活動の趣旨を理解し、諸規定及びその他決定事項を遵守することを誓約します。

趣味：野球・アニメ鑑賞・美少女ゲーム・麻雀
特技：Webサイト制作
　　　(html,css,javascriptは習得しています)

普通自動車第一種運転免許　取得

　鉄道に詳しいわけではありませんが、鉄道での旅行や、旅行の計画を立てることが好きです。
　高校の卒業旅行では、「青春18きっぷ」を使って、普通列車を乗り継いで東京－広島間を1日かけ
て移動し、好きなアニメの聖地巡礼をしました。途中で電車が大幅に遅れ、予定の電車に乗り継げな
くなるトラブルがありましたが、その場で行程をすべて練り直し、無事に目的地に到着することがで
きました。

　私は鉄道研究会に入って、共通した趣味をもつ友人を作りたいと考えています。
　中学・高校には鉄道研究部が存在せず、友人に鉄道が好きな人も居なかったので、友人と鉄道で遠
くへ出かけたり、鉄道の話をすることはありませんでした。
　鉄道研究会には、いろいろなジャンルの鉄道ファンが集まっていると思うので、ぜひ色々な人と仲
良くなりたいと思います。

　私は、サークルでの活動を通して、鉄道に関する幅広い知識と、チームワークで物事に取り組む大
切さを学ぶことができると思います。
　鉄道趣味は旅行や撮影、模型など様々なジャンルがあるので、色々な人と交流して、鉄道に関する
知識を深めたいと思います。また、大学祭での展示など、ひとつの目標に向かって協力し合うこと
で、チームで作業することの大切さが学べると思います。

ここには何も記入しないでください

年　　　月　　　日 会 員 使 用 欄

学部・学科
　工学部・システム理工学部

　　　年
　大学院・ＭＯＴ・その他

サイタマ　ケン　サイタマ　シ　ミヌマ　ク　オオアザ　フカサク　シバウラコウギョウダイガクオオミヤ

機械工　　　

芝浦工業大学鉄道研究会　入会届
シ バ テ ツ  　　　　　タ　ロ　ウ 連絡先 　（　　　　）－　　　　－ 性　 別

氏　　名 芝 鉄　　太 郎 AA17999

保証人の
住　　所

都・道 市・区 （住所は略さずにご記入ください）

マンション・アパート名・部屋番号

□現住所に同じ（実家から通学されている場合はこちらにチェックしてください）

現 住 所

都・道 市・区 （住所は略さずにご記入ください）

マンション・アパート名・部屋番号

シ バ テ ツ  　　　イ チ ロ ウ
緊　急
連絡先

　（　　　　）－　　　　－芝 鉄　　一 郎

▼あなたが当会でやってみたいことは何ですか。

鉄道以外での趣味・特技 資格・免許・賞など

▼あなたの鉄道趣味における専門分野は何ですか。

（諸規則は本誌裏面に記載しております。また、当会公式サイトで公開しており、いつでも閲覧が可能です）

会員使用欄（備考・伝達事項）

▼当会での活動を通じて、あなたは何が得られると思いますか。

080    9999  9999

080    0000  0000

1

埼玉 さいたま市見沼
337        8570

大字深作３０７

芝浦工業大学大宮キャンパス 第二学生クラブハウス棟 A 104

2017       4       1

チェック

実家通いならチェック


